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Serial Dilutions of Antibody
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	この遺伝子によってコードされるタンパク質はアポトーシスの制御因子であり、構造的にカスパーゼ8に類似しています。しかし、コードされるタンパク質はカスパーゼ活性を欠き、カスパーゼ8によって2つのペプチドに切断されるようです。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっており、さらにいくつかのバリアントが存在する可能性も部分的に示唆されています。
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	JURKAT（1）、3T3L1（2）、RAJI（3）細胞溶解物に対するCFLARマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	CFLAR マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した JURKAT 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CFLAR マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	CFLAR マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。

